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【手続補正書】
【提出日】平成29年2月28日(2017.2.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）の発展型ノードＢ（ｅＮＢ）によるワイヤレス通信
のための方法であって、
　前記第１のＲＡＴおよび第２のＲＡＴを介して通信することが可能なユーザ機器（ＵＥ
）との通信のための異なるタイプの無線ベアラを構成することと、
　前記第１のＲＡＴまたは前記第２のＲＡＴのうちの少なくとも１つを介して前記ＵＥに
パケットをルーティングするために前記無線ベアラのうちの１つまたは複数を選択するこ
と、ここにおいて、前記選択することは、前記ＵＥが、前記第１のＲＡＴおよび前記第２
のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時に通信することが可能であるかどうかに少なくと
も部分的に基づき、ここにおいて、前記選択することは、前記第１のＲＡＴおよび前記第
２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時に通信することが可能でないＵＥから独立して
、前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時に通信するこ
とが可能なＵＥをスケジュールすることを備え、ここにおいて、前記スケジュールするこ
とは、ＵＥの各タイプについて別個のスケジューラとフロー制御モジュールとを使用して
実行される、と、
　前記選択された無線ベアラを使用して前記ＵＥと通信することと
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時に通信するこ
とが可能な前記ＵＥのための前記スケジューラは、サービス品質（ＱｏＳ）ベーススケジ
ューリングアルゴリズムを採用し、前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で同じベ
アラのデータを同時に通信することが可能でない前記ＵＥのための前記スケジューラは、
非ＱｏＳベーススケジューリングアルゴリズムを採用する、
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　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記別個のスケジューラのための優先度を動的に決定することをさらに備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で前記同じベアラのデータを同時に通信す
ることが可能な前記ＵＥのための前記スケジューラは、比例公平スケジューラであり、前
記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で前記同じベアラのデータを同時に通信するこ
とが可能でない前記ＵＥのための前記スケジューラは、ラウンドロビンベーススケジュー
リングアルゴリズムを採用する、
　請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１のＲＡＴは、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）であり、前記第２のＲ
ＡＴは、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）である、
　請求項２に記載の方法。
【請求項６】
　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）の発展型ノードＢ（ｅＮＢ）によるワイヤレス通信
のための装置であって、
　前記第１のＲＡＴおよび第２のＲＡＴを介して通信することが可能なユーザ機器（ＵＥ
）との通信のための異なるタイプの無線ベアラを構成するための手段と、
　前記第１のＲＡＴまたは前記第２のＲＡＴのうちの少なくとも１つを介して前記ＵＥに
パケットをルーティングするために前記無線ベアラのうちの１つまたは複数を選択するた
めの手段、ここにおいて、前記選択するための手段は、前記ＵＥが、前記第１のＲＡＴお
よび前記第２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時に通信することが可能であるかどう
かに少なくとも部分的に基づき、ここにおいて、前記選択するための手段は、前記第１の
ＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時に通信することが可能でな
いＵＥから独立して、前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で同じベアラのデータ
を同時に通信することが可能なＵＥをスケジュールするための手段をさらに備え、ここに
おいて、前記スケジュールするための手段は、ＵＥの各タイプについて別個のスケジュー
ラとフロー制御モジュールとを使用して実行される、と、
　前記選択された無線ベアラを使用して前記ＵＥと通信するための手段と
　を備える、装置。
【請求項７】
　前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時に通信するこ
とが可能な前記ＵＥのための前記スケジューラは、サービス品質（ＱｏＳ）ベーススケジ
ューリングアルゴリズムを採用し、前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で同じベ
アラのデータを同時に通信することが可能でない前記ＵＥのための前記スケジューラは、
非ＱｏＳベーススケジューリングアルゴリズムを採用する、
　請求項６に記載の装置。
【請求項８】
　前記別個のスケジューラのための優先度を動的に決定するための手段をさらに備える、
　請求項６に記載の装置。
【請求項９】
　前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で前記同じベアラのデータを同時に通信す
ることが可能な前記ＵＥのための前記スケジューラは、比例公平スケジューラであり、前
記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で前記同じベアラのデータを同時に通信するこ
とが可能でない前記ＵＥのための前記スケジューラは、ラウンドロビンベーススケジュー
リングアルゴリズムを採用する、
　請求項７に記載の装置。
【請求項１０】
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　前記第１のＲＡＴは、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）であり、前記第２のＲ
ＡＴは、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）である、
　請求項７に記載の装置。
【請求項１１】
　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）の発展型ノードＢ（ｅＮＢ）によるワイヤレス通信
のための装置であって、
　　前記第１のＲＡＴおよび第２のＲＡＴを介して通信することが可能なユーザ機器（Ｕ
Ｅ）との通信のための異なるタイプの無線ベアラを構成することと、
　　前記第１のＲＡＴまたは前記第２のＲＡＴのうちの少なくとも１つを介して前記ＵＥ
にパケットをルーティングするために前記無線ベアラのうちの１つまたは複数を選択する
こと、ここにおいて、前記選択することは、前記ＵＥが、前記第１のＲＡＴおよび前記第
２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時に通信することが可能であるかどうかに少なく
とも部分的に基づき、ここにおいて、前記選択することは、前記第１のＲＡＴおよび前記
第２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時に通信することが可能でないＵＥから独立し
て、前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時に通信する
ことが可能なＵＥをスケジュールすることを備え、ここにおいて、前記スケジュールする
ことは、ＵＥの各タイプについて別個のスケジューラとフロー制御モジュールとを使用し
て実行される、と
　を行うように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記選択された無線ベアラを使用して前記ＵＥと通信するように構成された送信機と
　を備える、装置。
【請求項１２】
　前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時に通信するこ
とが可能な前記ＵＥのための前記スケジューラは、サービス品質（ＱｏＳ）ベーススケジ
ューリングアルゴリズムを採用し、前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で同じベ
アラのデータを同時に通信することが可能でない前記ＵＥのための前記スケジューラは、
非ＱｏＳベーススケジューリングアルゴリズムを採用する、
　請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記別個のスケジューラのための優先度を動的に
決定するようにさらに構成される、
　請求項１１に記載の装置。
【請求項１４】
　前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で前記同じベアラのデータを同時に通信す
ることが可能な前記ＵＥのための前記スケジューラは、比例公平スケジューラであり、前
記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で前記同じベアラのデータを同時に通信するこ
とが可能でない前記ＵＥのための前記スケジューラは、ラウンドロビンベーススケジュー
リングアルゴリズムを採用する、
　請求項１２に記載の装置。
【請求項１５】
　前記第１のＲＡＴは、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）であり、前記第２のＲ
ＡＴは、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）である、
　請求項１２に記載の装置。
【請求項１６】
　命令を記憶した、ワイヤレス通信のための非一時的なコンピュータ可読媒体であって、
前記命令は、
　発展型ノードＢ（ｅＮＢ）によって、第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）および第２の
ＲＡＴを介して通信することが可能なユーザ機器（ＵＥ）との通信のための異なるタイプ
の無線ベアラを構成することと、
　前記ｅＮＢによって、前記第１のＲＡＴまたは前記第２のＲＡＴのうちの少なくとも１
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つを介して前記ＵＥにパケットをルーティングするために前記無線ベアラのうちの１つま
たは複数を選択すること、ここにおいて、前記選択することは、前記ＵＥが、前記第１の
ＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時に通信することが可能であ
るかどうかに少なくとも部分的に基づき、ここにおいて、前記選択することは、前記第１
のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時に通信することが可能で
ないＵＥから独立して、前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で同じベアラのデー
タを同時に通信することが可能なＵＥをスケジュールすることを備え、ここにおいて、前
記スケジュールすることは、ＵＥの各タイプについて別個のスケジューラとフロー制御モ
ジュールとを使用して実行される、と、
　前記ｅＮＢによって、前記選択された無線ベアラを使用して前記ＵＥと通信することと
　を行うために１つまたは複数のプロセッサによって実行可能である、コンピュータ可読
媒体。
【請求項１７】
　前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時に通信するこ
とが可能な前記ＵＥのための前記スケジューラは、サービス品質（ＱｏＳ）ベーススケジ
ューリングアルゴリズムを採用し、前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で同じベ
アラのデータを同時に通信することが可能でない前記ＵＥのための前記スケジューラは、
非ＱｏＳベーススケジューリングアルゴリズムを採用する、
　請求項１６に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項１８】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記別個のスケジューラのための優先度を動的に
決定するようにさらに構成される、
　請求項１６に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項１９】
　前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で前記同じベアラのデータを同時に通信す
ることが可能な前記ＵＥのための前記スケジューラは、比例公平スケジューラであり、前
記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で前記同じベアラのデータを同時に通信するこ
とが可能でない前記ＵＥのための前記スケジューラは、ラウンドロビンベーススケジュー
リングアルゴリズムを採用する、
　請求項１７に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項２０】
　前記第１のＲＡＴは、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）であり、前記第２のＲ
ＡＴは、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）である、
　請求項１７に記載のコンピュータ可読媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１２】
　[0124]上記は本開示の態様を対象とするが、本開示の他の態様およびさらなる態様は、
それの基本的範囲から逸脱することなく考案され得、それの範囲は以下の特許請求の範囲
によって決定される。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）の発展型ノードＢ（ｅＮＢ）によるワイヤレス通信
のための方法であって、
　前記第１のＲＡＴおよび第２のＲＡＴを介して通信することが可能なユーザ機器（ＵＥ
）との通信のための異なるタイプの無線ベアラを構成することと、
　前記第１のＲＡＴまたは前記第２のＲＡＴのうちの少なくとも１つを介して前記ＵＥに
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パケットをルーティングするために前記無線ベアラのうちの１つまたは複数を選択するこ
と、ここにおいて、前記選択することは、前記ＵＥが、前記第１のＲＡＴおよび前記第２
のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時に通信することが可能であるかどうかに少なくと
も部分的に基づく、と、
　前記選択された無線ベアラを使用して前記ＵＥと通信することと
　を備える、方法。
［Ｃ２］
　前記無線ベアラのうちの前記１つまたは複数を選択することは、
　前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時に通信するこ
とが可能でないＵＥから独立して、前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で同じベ
アラのデータを同時に通信することが可能なＵＥをスケジュールすることをさらに備え、
前記スケジュールすることは、ＵＥの各タイプについて別個のスケジューラとフロー制御
モジュールとを使用して実行される、
　Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時に通信するこ
とが可能な前記ＵＥのための前記スケジューラは、サービス品質（ＱｏＳ）ベーススケジ
ューリングアルゴリズムを採用し、前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で同じベ
アラのデータを同時に通信することが可能でない前記ＵＥのための前記スケジューラは、
非ＱｏＳベーススケジューリングアルゴリズムを採用する、
　Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記別個のスケジューラのための優先度を動的に決定することをさらに備える、
　Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で前記同じベアラのデータを同時に通信す
ることが可能な前記ＵＥのための前記スケジューラは、比例公平スケジューラであり、前
記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で前記同じベアラのデータを同時に通信するこ
とが可能でない前記ＵＥのための前記スケジューラは、ラウンドロビンベーススケジュー
リングアルゴリズムを採用する、
　Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記第１のＲＡＴは、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）であり、前記第２のＲ
ＡＴは、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）である、
　Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記無線ベアラのうちの前記１つまたは複数を選択することは、
　ジョイントスケジューラとジョイントフロー制御モジュールとを使用して、前記第１の
ＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時に通信することが可能なＵ
Ｅと、前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時に通信す
ることが可能でないＵＥとをスケジュールすることをさらに備える、
　Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記ジョイントスケジューラは、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）専用ベアラ
と、無線リンク制御（ＲＬＣ）アグリゲートデータと、ワイヤレスローカルエリアネット
ワーク（ＷＬＡＮ）専用ベアラとをスケジュールすることが可能なマルチリンクスケジュ
ーラであり、ＲＬＣアグリゲートデータは、前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上
で同時にスケジュールされ得る前記同じベアラのデータである、
　Ｃ７に記載の方法。
［Ｃ９］
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　前記第１のＲＡＴは、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）であり、前記第２のＲ
ＡＴは、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）である、
　Ｃ７に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記ジョイントスケジューラは、サービス品質（ＱｏＳ）ベーススケジューリングアル
ゴリズムを採用する、
　Ｃ７に記載の方法。
［Ｃ１１］
　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）の発展型ノードＢ（ｅＮＢ）によるワイヤレス通信
のための装置であって、
　前記第１のＲＡＴおよび第２のＲＡＴを介して通信することが可能なユーザ機器（ＵＥ
）との通信のための異なるタイプの無線ベアラを構成するための手段と、
　前記第１のＲＡＴまたは前記第２のＲＡＴのうちの少なくとも１つを介して前記ＵＥに
パケットをルーティングするために前記無線ベアラのうちの１つまたは複数を選択するた
めの手段、ここにおいて、前記選択するための手段は、前記ＵＥが、前記第１のＲＡＴお
よび前記第２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時に通信することが可能であるかどう
かに少なくとも部分的に基づく、と、
　前記選択された無線ベアラを使用して前記ＵＥと通信するための手段と
　を備える、装置。
［Ｃ１２］
　前記無線ベアラのうちの１つまたは複数を前記選択するための手段は、前記第１のＲＡ
Ｔおよび前記第２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時に通信することが可能でないＵ
Ｅから独立して、前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同
時に通信することが可能なＵＥをスケジュールするための手段をさらに備え、前記スケジ
ュールするための手段は、ＵＥの各タイプについて別個のスケジューラとフロー制御モジ
ュールとを使用して実行される、
　Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ１３］
　前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時に通信するこ
とが可能な前記ＵＥのための前記スケジューラは、サービス品質（ＱｏＳ）ベーススケジ
ューリングアルゴリズムを採用し、前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で同じベ
アラのデータを同時に通信することが可能でない前記ＵＥのための前記スケジューラは、
非ＱｏＳベーススケジューリングアルゴリズムを採用する、
　Ｃ１２に記載の装置。
［Ｃ１４］
　前記別個のスケジューラのための優先度を動的に決定するための手段をさらに備える、
　Ｃ１２に記載の装置。
［Ｃ１５］
　前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で前記同じベアラのデータを同時に通信す
ることが可能な前記ＵＥのための前記スケジューラは、比例公平スケジューラであり、前
記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で前記同じベアラのデータを同時に通信するこ
とが可能でない前記ＵＥのための前記スケジューラは、ラウンドロビンベーススケジュー
リングアルゴリズムを採用する、
　Ｃ１３に記載の装置。
［Ｃ１６］
　前記第１のＲＡＴは、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）であり、前記第２のＲ
ＡＴは、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）である、
　Ｃ１３に記載の装置。
［Ｃ１７］
　前記無線ベアラのうちの１つまたは複数を前記選択するための手段は、ジョイントスケ
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ジューラとジョイントフロー制御モジュールとを使用して、前記第１のＲＡＴおよび前記
第２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時に通信することが可能なＵＥと、前記第１の
ＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時に通信することが可能でな
いＵＥとをスケジュールするための手段をさらに備える、
　Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ１８］
　前記ジョイントスケジューラは、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）専用ベアラ
と、無線リンク制御（ＲＬＣ）アグリゲートデータと、ワイヤレスローカルエリアネット
ワーク（ＷＬＡＮ）専用ベアラとをスケジュールすることが可能なマルチリンクスケジュ
ーラであり、ＲＬＣアグリゲートデータは、前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上
で同時にスケジュールされ得る前記同じベアラのデータである、
　Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ１９］
　前記第１のＲＡＴは、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）であり、前記第２のＲ
ＡＴは、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）である、
　Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ２０］
　前記ジョイントスケジューラは、サービス品質（ＱｏＳ）ベーススケジューリングアル
ゴリズムを採用する、
　Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ２１］
　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）の発展型ノードＢ（ｅＮＢ）によるワイヤレス通信
のための装置であって、
　　前記第１のＲＡＴおよび第２のＲＡＴを介して通信することが可能なユーザ機器（Ｕ
Ｅ）との通信のための異なるタイプの無線ベアラを構成することと、
　　前記第１のＲＡＴまたは前記第２のＲＡＴのうちの少なくとも１つを介して前記ＵＥ
にパケットをルーティングするために前記無線ベアラのうちの１つまたは複数を選択する
こと、ここにおいて、前記選択することは、前記ＵＥが、前記第１のＲＡＴおよび前記第
２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時に通信することが可能であるかどうかに少なく
とも部分的に基づく、と
　を行うように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記選択された無線ベアラを使用して前記ＵＥと通信するように構成された送信機と
　を備える、装置。
［Ｃ２２］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で同
じベアラのデータを同時に通信することが可能でないＵＥから独立して、前記第１のＲＡ
Ｔおよび前記第２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時に通信することが可能なＵＥを
スケジュールすることによって、前記無線ベアラのうちの１つまたは複数を選択するよう
にさらに構成され、前記スケジュールすることは、ＵＥの各タイプについて別個のスケジ
ューラとフロー制御モジュールとを使用して実行される、
　Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２３］
　前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時に通信するこ
とが可能な前記ＵＥのための前記スケジューラは、サービス品質（ＱｏＳ）ベーススケジ
ューリングアルゴリズムを採用し、前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で同じベ
アラのデータを同時に通信することが可能でない前記ＵＥのための前記スケジューラは、
非ＱｏＳベーススケジューリングアルゴリズムを採用する、
　Ｃ２２に記載の装置。
［Ｃ２４］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記別個のスケジューラのための優先度を動的に
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決定するようにさらに構成される、
　Ｃ２２に記載の装置。
［Ｃ２５］
　前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で前記同じベアラのデータを同時に通信す
ることが可能な前記ＵＥのための前記スケジューラは、比例公平スケジューラであり、前
記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で前記同じベアラのデータを同時に通信するこ
とが可能でない前記ＵＥのための前記スケジューラは、ラウンドロビンベーススケジュー
リングアルゴリズムを採用する、
　Ｃ２３に記載の装置。
［Ｃ２６］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、ジョイントスケジューラとジョイントフロー制御
モジュールとを使用して、前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で同じベアラのデ
ータを同時に通信することが可能なＵＥと、前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上
で同じベアラのデータを同時に通信することが可能でないＵＥとをスケジュールすること
によって、前記無線ベアラのうちの１つまたは複数を選択するようにさらに構成される、
　Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２７］
　前記ジョイントスケジューラは、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）専用ベアラ
と、無線リンク制御（ＲＬＣ）アグリゲートデータと、ワイヤレスローカルエリアネット
ワーク（ＷＬＡＮ）専用ベアラとをスケジュールすることが可能なマルチリンクスケジュ
ーラであり、ＲＬＣアグリゲートデータは、前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上
で同時にスケジュールされ得る前記同じベアラのデータである、
　Ｃ２６に記載の装置。
［Ｃ２８］
　命令を記憶した、ワイヤレス通信のためのコンピュータ可読媒体であって、前記命令は
、
　発展型ノードＢ（ｅＮＢ）によって、第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）および第２の
ＲＡＴを介して通信することが可能なユーザ機器（ＵＥ）との通信のための異なるタイプ
の無線ベアラを構成することと、
　前記ｅＮＢによって、前記第１のＲＡＴまたは前記第２のＲＡＴのうちの少なくとも１
つを介して前記ＵＥにパケットをルーティングするために前記無線ベアラのうちの１つま
たは複数を選択すること、ここにおいて、前記選択することは、前記ＵＥが、前記第１の
ＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時に通信することが可能であ
るかどうかに少なくとも部分的に基づく、と、
　前記ｅＮＢによって、前記選択された無線ベアラを使用して前記ＵＥと通信することと
　を行うために１つまたは複数のプロセッサによって実行可能である、コンピュータ可読
媒体。
［Ｃ２９］
　前記無線ベアラのうちの前記１つまたは複数を選択することは、
　前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時に通信するこ
とが可能でないＵＥから独立して、前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で同じベ
アラのデータを同時に通信することが可能なＵＥをスケジュールすることをさらに備え、
前記スケジュールすることは、ＵＥの各タイプについて別個のスケジューラとフロー制御
モジュールとを使用して実行される、
　Ｃ２８に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ３０］
　前記無線ベアラのうちの前記１つまたは複数を選択することは、
　ジョイントスケジューラとジョイントフロー制御モジュールとを使用して、前記第１の
ＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時に通信することが可能なＵ
Ｅと、前記第１のＲＡＴおよび前記第２のＲＡＴ上で同じベアラのデータを同時に通信す
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ることが可能でないＵＥとをスケジュールすることをさらに備える、
　Ｃ２８に記載のコンピュータ可読媒体。
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